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高校教育フォーラム2016（2016/8/7）

～高校現場からの報告～

西大和学園　宮北 純宏・柳生高志



進学実績



将来の夢を、大学名で答えない。
～社会に貢献できる”人財”を育むために～ 

「自己実現ではなく、社会で何を担うべきかを考える」
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見える学力

見えにくい学力

ほとんど見えない学力

③知識・技能

②思考力・判断力・表現力

①意欲・関心

学力をつけるために心がけたこと



自己実現欲求

承認欲求

所属欲求

安全欲求

生理的欲求
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学習意欲を向上させるために必要なこと

高い志・自立性

認め合い・支え合い

安心・安全

「欲求段階説」(A.H.Maslow)

自己超越欲求 貢　献



キャリア教育を充実させる目的

①漠然と知識を積み重ねるのではなく、その知識
を判断や行動に結びつけたり、それをもとに横断
的、俯瞰的に物事を捉えることができる人になっ
てほしい。 

②教科の枠を越えて、「実社会の仕組みや研究に
触れる」場を設け、学校で得た知識をより生かす
環境を作りたい。
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到達レベルを引き上げるために

学ぶ前のレベル

従来の到達レベル

教えあい⇨学びあいによって到達する集団のレベル

仲間と学びのプロセス
を共有した学習

従来の学習



学年教師団の気持ちを一つに

グループワーク
から

チームワークへ
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定義 
・見えにくい力（≒点数にできな
い、評価のしにくい力） 
　　好奇心、探究心、学習観（な
んのために勉強するのか）、謙虚
さ、気力、体力、忍耐力、創造力、
想像力、敬意、気品、人格、倫理
などのこと 
・世界 
　　社会、諸外国、学校、教室、
地域など自身の周りに広がる環境
および自己の内面の精神的広がり 
・思い遣る 
「思い遣る」の上位に「受け入れ
る」があり、より行動を伴う度合
が大きい。



中学のイメージ



生徒との関わり

一方通行

双方向

ティーチング

コーチング

教え込む

引き出す

成長段階に応じて、
組合せ・使い分け。



高校のイメージ



日常がアクティブにならないといけない。
受け身の生活ではいけない。
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まずは行動を起こす。 
行動が伴わなければ知識は意味を持たない。
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非効率の追求

非効率なことをやったときに感動が生まれる



高校での生活

トレーニング

協同する場

「分かる」から「できる」へ

理解や知識を整理
ICT
の
活
用



海外との交流



震災学習
他校の高校生を巻き込む



17歳のじぶん・未来・デザイン
（巻頭文より抜粋） 
どうしてあなたは勉強をするのでしょう？ 
どうして大人は働くのでしょう？ 
生きがいとはいったい何なのでしょう？ 

この答えは人それぞれであり、自分自身で見つけるべきものでしょう。ただ、自分自身が充実感をもって
生きていくために「人との関わり」を欠くことはできません。つまり人は「誰かの役に立っている（社会
貢献）」と感じることで自己肯定感を得ることができるのです。あなたが一生懸命努力していることが、
将来の誰かのためになる。あなたの能力を必要としている人のために、今を頑張っている。そう思うと頑
張ろうという気持ちが湧き上がってきませんか？ 

「でも自分ができる社会貢献がわからないし、そもそも自分にそんな能力はない。」そんな不安を抱えて
いませんか。確かに、経験したことのない世界を目の前にして、現実に一歩を踏み出すのだから、その不
安は当たり前のことです。しかし自分が信じるものだからこそ、自分で見つけないとそれを信じることは
できません。人から与えられた夢は本当の目標にはなりません。「私はこの分野で活躍したい。でも未熟
だからこの学問を修める！」と、１７歳になる今、決意することが大切なのです。 
この「１７歳のじぶん・未来・デザイン」は、今までの「人との出会い」から得られた「自分の思い」を
「カタチにする（文章化）」プログラムです。あなたの力はあなただけで手に入れたのではありません。
だからこそ自分の能力を社会に還元することがあなたの責任なのです。 

将来、誰かのためにあなたの力を活かす。その設計図をデザインして下さい。



学年通信より



模試翌日の教室



ご清聴ありがとうございました。

まほろばの国で、麗しき人財を育成していきたい


